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信者だけの感謝(エペソ1:3)
　感謝は最高の薬です。特に精神的に病んでいる人にとっては、特効薬だと言われています。そこで無理矢理でも感謝しようとします。それもある程度、効果があるそうです。しかし、限界があるでしょう。もう一歩進んで、感謝を見つけようとします。それで感謝しようとがんばります。それはもう少し効果があるようです。しかし、それも限界があります。もし自分のどうのこうのや環境に左右されることなく、それを超えて常に感謝することできれば、その人は間違いなく勝利者になるでしょう。けれども、そのような感謝が本当にできるのでしょうか。そのような感謝があるのでしょうか。それが実は信者である私たちに許されている感謝です。そして、信者だけに可能な感謝です。いつ、そのように感謝することができるのでしょうか。どのようにすれば、そのような感謝の人になれるのでしょうか。
　それは自分と自分の現実から目を離して、イエス様にフォーカスを合わせ、イエス様を見上げるときにそのような感謝をすることができるようになります。信者というのは、イエス様を自分の救い主として信じる人のことであり、それを信者と言います。神様は信者に最高のプレゼントを与えられました。そのプレゼントがイエス様です。信者は何がどうなるのか以前に、神様からの最高のプレゼント、イエス様のことを感謝して、イエス様を見上げ、そこから流れる感謝に浸るようになるときに、世の中の人は理解できない、真似できない、常に感謝する、そのような感謝をすることができるようになります。イエス様を感謝するということは、そのイエス様が十字架にかけられたということを見上げることです。十字架にかけられたイエス様を見上げることによって、そこから感謝があふれ出るようになる感謝、これが信者だけにある感謝です。イエス様の十字架は何を私たちに示しているのでしょうか。イザヤ53：5です。「しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた」。イエス様が十字架にかけられたということは、私たちの罪をきよめ、罪を赦すためになさったことです。ヘブル9：22にも「それで、律法によれば、すべてのものは血によってきよめられる、と言ってよいでしょう。また、血を注ぎ出すことがなければ、罪の赦しはないのです」とあります。イエス様の十字架を見上げるときに罪が赦されたということが確認できて、分かって、そこから来る喜び、感謝というものが信者だけにある感謝です。
私は人生のある日、十字架の前で自分の罪を取り上げて認め始めました。自分は罪だらけの人間であり、汚れたものなので、数え切れない罪の中でとりあえずこれは罪だと言うしかないものを先にひとつひとつ取り上げました。道徳的な堕落、嘘をついて人を困らせたことなど、人には言えない恥ずかしいいろいろなこともありました。それを認めてひとつひとつ告白するときに、イエス様の十字架の血潮によってそれが洗い流されてきよめられたということが確認できたわけです。その時の喜びは言葉には言い表すことができません。そして、その時から信仰生活が正式に始まったと、自分はそのように思っています。しかし、それどころではありませんでした。時間が流れて神様のみことばに触れることによって、その告白していた罪どころではなくて、自分は根本的に腐っていてどうしようもない汚れたものなのだということに気づくようになりました。聖書に書いてある通りに、エペソ2：1「自分の罪過と罪との中に」あって死んでいた者だったのだなと気づきました。たましいが死んでしまい、神の義、神のいのち、祝福とは永遠に絶たれている、全く希望のない存在だったのだねと。だから、エペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるしかない、神の御怒りが留まる存在だったのだと。だから当然、エペソ2：2にあるように、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンの奴隷として生きるしかなかった者だったのだね。だから、そのような汚れがいっぱい出てきたのだなと。結局、ローマ8：2、死と罪の原理に捕らわれて、どっちに転んでも滅びることしかない存在だった。なので、結局、人生が終わる時には、ヘブル9：27、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」とあるようにさばかれるしかないし、地獄に落ちるしかないさばきの運命を抱えて生きる者だったのだね。嘘をついて人を困らせただけに留まるような問題ではなかったのだなと。聖書に触れることによって、自分は本当にどうしようもない完全に絶望の人間だということに気づきました。自分自身には、一ミリたりとも希望などは見ることができない存在だったのです。そういうことも知らずに、もがいて暴れて頑張っていたのだなと気づきました。結局、疲れて重荷を負うしかありません。できないことに挑戦していたわけですから。重くて、重くて仕方がない、そういう疲れた人生になり、その重荷によって結局、精神的にも肉体的にも壊れるようになるしかありませんでした。それでそうなってしまったのだなということに気づくようになったわけです。
イエス様の十字架を見上げるときに、そのようなどうしようもない絶望的な死と罪の原理から私はきよめられ解放されるようになったのだなということが分かって、それを感謝するようになります。イエス様の十字架によって、ヨハネ5：24、私は「死からいのちに移っているのです」。自分の過ちや自分の汚れがきよめられただけのことではありません。絶望の淵に閉じ込められていたこの者が、死と罪の原理から解放されている。ローマ3：24、「ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです」。イエス様の十字架の血潮によって絶望的な罪人であった私が義と認められることになりました。ローマ8：1、イエス様の十字架によって、希望のない私が、もう二度と罪に定められることはありませんと宣言されることになったわけです。ダビデは自分のことをこのように告白しています。詩篇51：5「ああ、私は咎ある者として生まれ、罪ある者として母は私をみごもりました」。そのようなダビデが詩篇32：1、「幸いなことよ。そのそむきを赦され、罪をおおわれた人は」と告白します。イエス様の十字架を見上げるときに、どうしようもない自分の罪、自分の汚れがきよめられ、その死と罪の原理から解放されたということが分かって、自分は幸いなものだということを告白することができるようになります。その感謝が信者だけにある感謝なのです。ですから、自分自身や様々な現実から目を離して（それは現実逃避ではありません）、イエス様の十字架を見上げて、そこにフォーカスを合わせることによって、そこから流れている感謝をしっかり掴んで、自分のものにしていただきたいと願います。
　そして、その十字架にかけられたイエス様は復活なさり、天に昇られて、天の御座に座られた方です。よみがえられて、天の御座に座っていらっしゃるイエス様を見上げるときに、私たちは信者だけにある感謝にあふれるようになります。イエス様はこの地上にいらっしゃったときに、今日の初穂の感謝、仮庵の感謝の祭り、最後の日、終わりの頃に群衆に向かってこのようにおっしゃいました。「わたしを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奥底から、生ける水の川が流れ出るようになる。これは、イエスを信じる者が後になってから受ける御霊のことを言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ注がれていなかったからである」。（ヨハネ7：38-39）イエスを通して、御霊、聖霊が流れ出てあふれるようになるよとイエス様がおっしゃいました。また、弟子たちと最後の晩餐を守られるときにもおっしゃいました。ヨハネ16：7「しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとって益なのです。それは、もしわたしが去って行かなければ、助け主があなたがたのところに来ないからです。しかし、もし行けば、わたしは助け主をあなたがたのところに遣わします」。それから、天に昇られる最後の場面でイエス様がおっしゃったわけです。「聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます」と（使徒1：8）。そのようにおっしゃいましたことが、イエス様が復活なさって天に昇られて、天の御座に座られることによって実現するようになったわけです。ですから、イエス様の復活、イエス様が天の御座に座っていらっしゃること、そのイエス様を見上げるときに、私の中に約束通りに聖霊が注がれて、聖霊が内住するようになったのだなということが確認できるようになります。Ⅰコリント12：3には、聖霊によらずには、イエスをキリストと認めることができないとあります。イエス様を信じるようになったのは、頭が悪くても、性格が悪くても、一切関係ありません。聖霊がその人の内側で働いていらっしゃったので、イエス様を救い主として信じて認めることができたわけです。だから、イエス様の復活を見上げるときに、Ⅰコリント3：16、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのかと言っています。肉体はそのまま、そして、どんどん衰えていくでしょうけれども、まったく違う存在、聖霊が宿る神の神殿と呼ばれる者になりました。そのことを感謝するようになります。いつそれが感謝できるのでしょうか。イエス様が復活なさって、天の御座に座っていらっしゃるそのイエスを見上げるときに、なるほど、私に聖霊を注がれるために復活なさって約束どおりに天に昇られてその聖霊を注がれたのだなと感謝できます。世の人が真似できない信者だけにある感謝なのです。エペソ1：13、その聖霊を通して、私たちの内側に証印が押されたと言われています。つまり、神様が「おまえはわたしの所有。わたしのものなのだ」と判子を押されたということなのです。イエス様が復活なさって天に昇られたので実現可能な預言だったということを覚えてください。
　今日の聖書の箇所でもあるエペソ1：3、「神はキリストにおいて、天にあるすべての霊的祝福をもって私たちを祝福してくださいました」。だから、刑務所の中にいるのにもかかわらず、私は幸せなものであり、天にある霊的すべての祝福をいただいているものだと確認できて、それを告白することができるわけです。イエス様の復活を見上げるときに。イエス様の復活はもちろん勝利です。しかし、私にとってはなるほど、地上にいらっしゃったときには、ただ預言に過ぎないものだったその聖霊の内住、聖霊の注ぎ、それが実現されたのだね。それが私に成就したのだなと、それが感謝です。私の内側に三位一体の神様が聖霊を通していつまでも離れることなく内住していらっしゃって、その聖霊様が導かれる人生、聖霊の力によって生きる人生に変えられました。これが信者だけにある感謝です。ですから、昔の習慣がまだ残っているかもしれないし、肉体的にあまり変化が見られないかもしれませんけれども、私たちは大胆に宣言します。Ⅱコリント5：17「古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」。それが感謝なのです。病気の人が健康になるのも感謝でしょうけれども、成績の悪い人間が少し成績が上がった。家庭に様々な問題があったのに、平和な雰囲気に変わった。それももちろん感謝でしょうけれども、そうでなければ感謝できないのでしょうか。それで人生、勝利できるのでしょうか。それで悪魔、サタン、暗やみの勢力に勝てるのでしょうか。信者だけにある感謝、刑務所の中でも感謝せざるを得ない感謝。イエス様の復活を見上げるときに、ローマ8：30、自分自身は神様に義と認められただけではなくて、栄光を与えられた存在です。不思議でとても貴重な尊い存在に変えられたのです。どこでそれが分かるのでしょうか。イエス様が復活して天に昇られると、イエスを信じる者は皆そのようにすると約束されました。人が偉いから、真面目な人間だからではなくて、誰でもイエスを信じる者は、そのように変えられます。聖霊を通して、あなたの内側に入って、あなたと一つになるとおっしゃいました。これが信者の感謝です。
　そして、最後にもう一つ、イエス様を見上げるときに、御座に座っているイエス様は万軍の主であり、教会のかしらなのです。その教会のかしらであるイエス様を見上げるときに、信者だけにある感謝があふれるようになります。エペソ1：23には、よみがえられた御座に座っているイエス様、万軍の主イエス様が、すべてを満たす方と言われています。そのすべてを満たす方によって満たされているキリストのからだなる教会と言われるわけです。教会のかしらであるイエス様によって、そのイエス様が聖霊を通して内住する信者ひとりひとりは、キリストのからだなる教会、キリストとくっついている教会なのです。それが教会のかしらであるイエス様を見上げるときに確認できるものです。すべてを満たす方によって満たされているキリストのからだの教会というのはどういう意味なのでしょうか。旧約のエゼキエル47：1-12を見ると、神殿の奥からいのちの泉が湧き出て、どんどん量が増えてあふれ出て、町を覆い、大きな川になり、最終的には海を覆うことになります。神殿であるイエス・キリストから流れ出るいのちの泉が神殿であり、教会である私たちを通して、この暗やみの世に流れ出るようになっています。それが教会です。それがキリストをかしらにして、そのからだなる教会になったという意味なのです。私たちはそれぞれみな違います。社会的に、人間的に、能力の違いなどもあるかもしれません。また、社会的な地位もそれぞれ異なるかもしれません。財力もみな異なるでしょう。にもかかわらず、イエスを信じる信者の場合は、誰一人例外なく、その人を通してキリストの力と愛とキリストの権威が流れ出るようになり、行く所々において地獄、のろいの勢力が砕かれて、悪魔と悪霊が追い出されて、不信仰の暗やみが砕かれる、神の国が臨まれるようになっている存在なのです。なぜそれが言えるのでしょうか。イエスは万軍の主、教会のかしらで、いまも歴史を動かしていらっしゃる方なのです。そのイエス様を見上げるときに、自分がそのような教会として生きているのだということに気づいて感謝するようになるでしょう。
　最後にもイエス様がおっしゃいました。聖霊が臨まれると、エルサレムから地の果てにまで、イエスの証人となるよと。だから、世の中にいる間に私たちに向かって「世の光」とおっしゃっているし、「王である祭司」という名前が付いているし、Ⅱコリント5：20には「キリストの使節」というすばらしいあだ名が付くようになったということを覚えていてください。「私にはできません。伝道は牧師だけのことであって、信仰の良い人だけのものです」。それは自分自身に与えられている祝福を蹴っ飛ばすことです。それぞれ時刻表はあるでしょうけれども、特別な人がいるわけではありません。今、下っ端をくぐっている人間でも信者であれば教会なのです。キリストの力が流れ出てあふれ出て、その人の現場にそれが流れるようになっているのです。イエスは万軍の主、教会のかしらです。自分のどうのこうのではなくて、イエス様を見上げて、そこから流れ出る感謝です。その感謝を自分の感謝にしていただきたいと願います。そのときにエペソ4：16にあるように、「キリストによって、からだ全体は、一つ一つの部分がその力量にふさわしく働く力により、また、備えられたあらゆる結び目によって、しっかりと組み合わされ、結び合わされ、成長して、愛のうちに建てられるのです」。今日、皆さんひとりひとりが教会であり、その教会が集まっているこの集いを教会と言います。この教会がキリストのからだ、同じからだであり、その中で私が一部分を担う存在なのだということに気づくようになり、それを感謝するようになります。この教会は、この集いは、キリストの愛とキリストの救いの力が暗やみの世に流れ出るために建てられているところなのです。その一部分を私が全うするようになっているのだと、教会の一員になったことに感謝するようになるでしょう。マルコ16：20にはこのように書いてあります。「そこで、彼らは出て行って、至る所で福音を宣べ伝えた。主は彼らとともに働き、みことばに伴うしるしをもって、みことばを確かなものとされた」。天の御座にいらっしゃるイエス・キリストが、この地上にいる信者、教会がイエスの証人として動くときにこのようになさったと。教会のかしらとして。遠くに離れて応援していらっしゃるわけではありません。信者の私たちと聖霊を通して一つになって、だからかしらであり、からだという表現を使っていらっしゃるのです。皆さんが動くことによって、皆さんはキリストの足となり、キリストの手となり、キリストの唇になるわけです。イエス様を見上げるときに、自分がどんな存在なのかということを確認できるわけです。自分を見る以前に、自分が置かれている現実や環境を見る以前に、イエス様を見上げて、そこから自分を確認しないといけません。そして、そこからあふれる感謝、そこから生まれる感謝にあふれるようになる、このとき悪魔は逃げ去るようになるでしょう。皆さんには勝利の祝福の門が開かれるようになります。
　まとめて申し上げると、イエス様を見上げるときに、私は罪赦された者なのだ。私は神の神殿として主がいつまでもともにおられる幸いなものなのだね。私は世の中をそこら中の人のように何を食べるか飲むかのために生きる存在ではなくて、聖なる理由のために、いのちを助けるために、私は尊い理由によって生きる尊い存在なのだねということを確認して感謝するようになります。そのときにこのみことばの意味が分かるようになるでしょう。何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなどを心配せずに、まず神の国と義を求めなさい。それらのすべては加えて与えられるものなのだ。それほどあなたがたはイエス様によって作り変えられた違う存在、聖なる聖徒、特別な尊い存在なのだということを強調していらっしゃるわけです。ですから、今日の感謝礼拝を通して、いろいろな感謝があるでしょうけれども、自分自身と環境から目を離して、視線をイエス様に集中するようにしましょう。先程も申し上げましたように、現実逃避ではありません。これが現実に勝利するための方法です。フォーカスを自分や現実、環境ではなくて、昨日も今日も永遠に同じであるイエス様、勝利のイエス様にそのフォーカスを移動して、そこに集中していくようになりましょう。そのような自分自身から離れてイエス様に目を注いで集中する時間を必ず持つようにしましょう。そうすると、私たちには動かないこのような答えが生まれるようになります。自分は祝福の始まりなのだね。何があっても祝福が始まりであり、感謝がスタートなのだね。これが信者の人生です。死の影の谷を歩いていても祝福が始まりなのです。刑務所の中に入れられていても、病気になっていたとしても、たとえ過ちを犯したとしても祝福が私たちの始まりであり、そして、感謝がスタートなのです。誰も止められません。これが信者だけにある感謝の秘密であることを覚えていてください。いつこのようになれるのでしょうか。イエス様を見上げるときにです。自分がどれほど尊い存在なのか。自分自身に一回限り許されている人生がどれほど大切なものなのか。教会がどれほど大事なところなのかということを覚えるようになるでしょう。そうすると最終的には、すべてのことが感謝になり、それでサタンをことごとく踏み砕く勝利の人生を歩むようになります。祈りなさい。喜びなさい。その後が何でしょうか。すべてのことに感謝しなさい。どうやってすべてのことに感謝するのでしょうか。イエス様を見上げて、世の中の人は知らない信者だけにある感謝、そして、変わることもなく、奪われることもないその感謝を味わうときに、すべてのことに感謝する力強い丈夫な信者になります。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。初穂の感謝礼拝を通して、どうか信者ひとりひとりがイエス様に視線を、フォーカスを移動させて、イエス様に集中することによって、そこから流れ出る信者だけにある感謝を回復することができるように。それによって暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれる勝利を味わうことができるようにひとりひとりを祝福してください。私たちは祝福が始まりであり、感謝がスタートであることを忘れずに、そして、常に具体的に、実際的に味わうことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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